
大
分
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
事
業
承
継
の
課
題
を
抱

え
る
事
業
所
へ
の
支
援
策
の
一
環
と
し

て
、
大
分
市
に
お
い
て
事
業
承
継
相
談

会
と
講
演
会
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
事
業

承
継
に
課
題
を
抱
え
る
経
営
者
・
後
継

者
（
ア
ト
ツ
ギ
）
に
対
し
て
「
事
業
承

継
に
向
け
た
準
備
の
必
要
性
」
へ
の
気

づ
き
の
第
一
歩
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
３
日
間
に
わ
た
り
「
お
お
い
た

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
は
、
令
和
５
年
10
月
５
日

（
木
）
～
10
月
７
日
（
土
）
の
３
日
間

で
９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
。
会
場

は
、
大
分
市
府
内
町
の
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
で
す
。
３
日
間
と
も
、
９
時
30
分
～

11
時
30
分
ま
で
が
、
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
「
は
じ
め
の
一
歩
相
談
会
」
と
し

て
、
事
業
承
継
の
取
組
み
に
つ
い
て
ど

こ
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
？
な
ど
、
様

々
な
疑
問
に
答
え
る
相
談
会
。

15
時
30
分
～
16
時
30
分
ま
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
方
々
を
対
象
に
、

さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
事
業
承
継
を
具
体

的
に
進
め
た
ら
よ
い
か
？
な
ど
の
疑
問

に
答
え
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
通
り
で

す
。
い
ず
れ
も
時
間
は
、
13
時
30
分
～

15
時
30
分
。

【
初
日
】
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

10
月
５
日
（
木
）

１

国
の
事
業
承
継
の
取
組
み

２

大
分
県
事
業
承
継
の
紹
介

３

基
調
講
演

講
師
は
、
熊
本
県
民
宿
「
夕
凪
館
」

の
経
営
者
で
あ
っ
た
山
口
賢

司
さ
ん
（
下
の
写
真
）
。

熊
本
県
芦
北
町
で
宿

泊
事
業
の
「
夕
凪
館
」

を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

体
力
的
に
継
続
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

ど
な
た
か
に
事
業
を
譲
り
た
い
と
地
元

の
商
工
会
に
相
談
し
、
熊
本
県

商
工
会
連
合
会
の
オ
ー
プ
ン
ネ

ー
ム
方
式
で
事
業
譲
渡
を
成
約

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
経
緯
や
苦
労
し
た
こ
と
な
ど

を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

４

特
別
講
演

講
師
は
、
宮
崎
県
椎
葉
村

キ
ャ
ビ
ア
王
国

鈴
木
宏
明

さ
ん
。

第
一
回
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
の

優
勝
者
。
元
々
は
建
設
業
の
後
継
者

で
、
廃
校
の
プ
ー
ル
を
活
用
し
て
チ
ョ

ウ
ザ
メ
を
養
殖
し
、
キ
ャ
ビ
ア
を
製
造

す
る
事
業
を
始
め
た
ア
ト
ツ
ギ
さ
ん
。

地
元
の
伝
統
食
「
ね
む
ら
せ
豆
腐
」
の

事
業
を
第
三
者
承
継
し
た
こ
と
な
ど
も

併
せ
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

【
２
日
目
】

親
子
承
継
Ｄ
Ａ
Ｙ

10
月
６
日
（
金
）

１

親
子
承
継
の
成
功
事
例
と
し

て
、
臼
杵
煎
餅
で
有
名
な
後
藤
製
菓
の

後
藤
亮
馬
さ
ん

２

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

親
子
承
継
の
難
し
さ
や
経
営
改
革
を

テ
ー
マ
に
県
内
の
親
子
承
継
を
し
た

後
継
者
が
集
合

臼
杵
市
後
藤
製
菓

後
藤
亮
馬
さ
ん

日
出
町
グ
リ
ー
ン
エ
ル
ム

西
野
友

貴
さ
ん
、
文
貴
さ
ん
兄
弟

竹
田
市
え
と
う
印
刷

河
野
な
つ
美

さ
ん
、
伊
東
あ
ゆ
美
さ
ん
姉
妹

【
３
日
目
】

ア
ト
ツ
ギ
Ｄ
Ａ
Ｙ

10
月
７
日
（
土
）

１

「
シ
ン
・
ア
ト
ツ
ギ
王
国
お
お

い
た
」
に
つ
い
て

２

ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
に
よ
る
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン・
宮
崎
県

城

山
ふ
と
ん
店
の

松
田
陽
子
さ
ん

（
第
１
回
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
）

・
福
岡
県

魚

久
精
肉
総
本
店

の
中
村
拓
也
さ

ん
（
第
２
回
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
）

・
大
分
県

村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
應

和
春
香
さ
ん
（
第
３
回
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
）・

中
小
企
業
庁

ア
ト
ツ
ギ
支
援
の

担
当
者
で
あ
る
越
渡
係
長

参
加
方
法
や
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

県
外
か
ら
大
分
県
へ
の
移
住
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、
東
京
、
大
阪
、
福

岡
で
移
住
者
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
移
住

希
望
者
の
う
ち
、
大
分
県
で
第
三
者
承

継
に
よ
る
事
業
を
営
も
う
と
す
る
意
欲

の
あ
る
人
に
向
け
て
、
後
継
者
人
材
バ

ン
ク
制
度
の
周
知
と
登
録
推
進
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
大
阪
市
で
開
催
さ

れ
た
「
お
お
い
た
暮
ら
し
塾
イ
ン
大

阪
」
で
も
セ
ン
タ
ー
職
員
が
現
地
に
出

向
き
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。
全
国
各
地

で
地
方
に
移
住
す
る
こ
と
が
ト
レ
ン
ド

に
も
な
っ
て
い
る
中
、
大
分
県
に
帰
っ

て
仕
事
を
し
た
い
方
や
大
分
県
に
住
ん

で
事
業
を
譲
受
し
た
い
と
い
う
意
欲
の

あ
る
方
が
、
た
く
さ
ん
相
談
に
訪
れ
ま

し
た
。
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「
事
業
承
継
を
機
に
経
営
革
新
へ
！
」

４
月
か
ら
エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り

ま
し
た
矢
上
で
す
。

担
当
エ
リ
ア
内
（
中
津
市
、
宇
佐
市
、
日
田

市
、
玖
珠
町
、
九
重
町
）
の
親
族
内
承
継
や
第
三

者
承
継
、
廃
業
検
討
な
ど
の
相
談
対
応
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

事
業
承
継
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
①

「
引
継
ぎ
の
準
備
」
、
次
に
②
「
円
滑
な
引
継

ぎ
」
、
そ
し
て
③
「
引
継
ぎ
後
の
成
長
」
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
は
、
③
に
つ
い

て
、
少
し
触
れ
て
み
ま
す
。

企
業
が
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
成
長
し
続
け

る
た
め
に
は
、
絶
え
ず
「
経
営
革
新
」
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
革
新

と
は
、
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
り
経
営
の
向
上
を

図
る
こ
と
で
す
。
事
業
承
継
は
企
業
を
存
続
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
後
継
者
が
経
営
革
新
を
行
う
こ

と
で
企
業
を
飛
躍
さ
せ
る
好
機
に
も
な
り
得
ま

す
。後

継
者
な
ら
で
は
の
特
性
（
他
社
の
勤
務
経

験
、
感
性
や
考
え
方
、
後
継
者
同
士
の
つ
な
が
り

等
）
で
、
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
発
想
が
期
待
で
き

る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
後
継
者
の
新
た
な
取
り
組
み
等
を
後

押
し
す
る
オ
ス
ス
メ
の
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
「
お
お
い
た
後
継
者
塾
」
で
す
。
経
営

に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
基
礎
か
ら
学
べ
る

研
修
会
で
、
後
継
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
も
繋
が
り
ま
す
。

次
に
、
「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
」
で
す
。
先
代
が

築
き
上
げ
て
き
た
経
営
資
源
を
活
か
し
、
後
継
者

が
新
規
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
年
度
は
、
全
国
５
ブ
ロ
ッ
ク
で
地
方
大
会

が
あ
り
、
こ
の
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
後
継
者
が
決

勝
大
会
に
進
み
ま
す
。
入
賞
者
に
は
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
の
後
継
者
支
援
枠
申
請
が
可
能

と
な
る
な
ど
各
種
特
典
も
付
き
ま
す
。

最
後
は
、
「
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
補
助
金
」
で

す
。
事
業
承
継
や
М
＆
Ａ
を
支
援
す
る
補
助
金

で
、
後
継
者
が
取
り
組
む
経
営
革
新
事
業
に
係
る

費
用
を
補
助
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
一
定
の
条
件

を
満
た
せ
ば
、
最
大
８
０
０
万
円
（
補
助
率
：
２

分
の
１
、
３
分
の
２
）
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。こ

の
他
に
も
、
様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
気
に
な
る
方
は
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
事
業
承
継
を
行
う
企
業
が
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
活
か
し
て
、
大
き
く
飛
躍
し
て
い
き

ま
す
よ
う
、
ご
支
援
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

ミ
ニ
情
報

『
事
業
承
継
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』
４
２
０
０
社
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

大
分
県
で
は
、
50
％
以
上
の
企
業
の
方
々
が
後
継
者
不
在
で
あ
る
調
査
結
果
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
少

子
高
齢
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
今
後
の
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
黒
字
経
営
で
あ
り
な
が

ら
、
「
あ
き
ら
め
廃
業
」
の
増
加
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
承
継
時
の
課
題
解
決
の
た

め
、
県
内
４
２
０
０
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
８
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
「
事
業
承
継
に
関
心
が
あ
る
」
、
「
無
料
相
談
を
希
望
す
る
」
と
回
答
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
支
援
に
つ
い
て
の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
後
継
者
の
有
無
等
の
全
体
集
計
が
で
き
次
第
、
公
開
予
定
で
す
。
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『
株
価
が
下
が
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
株
移
転
の
決
断
が
遅
れ
て
し

ま
い
株
式
の
集
中
が
で
き
な
か
っ

た
事
例
』

県
内
の
百
年
企
業
で

す
。
観
光
客
向
け
の
商

品
を
開
発
、
販
売
し
て

い
る
会
社
で
す
。
親
に

し
て
み
れ
ば
子
供
は
同
じ
よ
う
に
可

愛
い
も
の
で
す
。
先
代
が
『
株
式
は

平
等
に
』
と
の
方
針
で
子
供
た
ち
に

均
等
に
分
配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
で
、
現
在
の
代
表
の
持
ち
株
割

合
が
低
く
な
り
、
結
果
と
し
て
、
そ

の
企
業
に
長
年
務
め
株
主
で
も
あ
っ

た
古
参
従
業
員
の
持
ち
分
が
代
表
者

よ
り
高
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
通
常
は
３
分
の
２
以
上
、
少
な

く
と
も
過
半
数
の
株
が
会
社
の
意
思

決
定
を
す
る
た
め
に
必
要
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
株
の
分
散
に
よ
り
、

株
主
総
会
で
の
会
社
の
意
思
決
定
が

難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

株
主
が
皆
、
同
じ
方
針
で
会
社
の

繁
栄
を
望
ん
で
い
れ
ば
よ
い
の
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
交
錯
し
、

会
社
の
方
針
が
決
め
ら
れ
な
い
不
安

定
な
状
態
に
陥
い
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

解
決
方
法
と
し
て
は
、
早
期
に
兄

弟
の
株
式
を
代
表
者
が
集
約
し
て
、

対
立
す
る
従
業
員
株
主
へ
の
対
応
が

必
要
で
し
た
。
そ
の
頃
、
セ
ン
タ
ー

に
相
談
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、

コ
ロ
ナ
で
売
上
が
落
ち
込
み
、
株
価

も
下
が
っ
て
い
る
今
な
ら
株
式
の
集

中
を
す
る
好
機
で
あ
る
と
、
事
業
承

継
計
画
作
成
過
程
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
家
族
の
病
気
な
ど
に
よ

り
、
株
式
移
転
の
決
断
が
遅
れ
る
う

ち
に
景
気
が
回
復
。
株
価
も
急
上

昇
。
こ
の
状
況
を
見
て
株
主
で
あ
る

従
業
員
が
退
職
金
を
要
求
し
て
き
ま

し
た
。
社
長
も
高
齢
化
や
持
病
な
ど

に
よ
る
気
力
の
衰
え
も
あ
り
、
承
継

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
た
ま
ま
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
取
引
先
か
ら
好

条
件
で
会
社
を
譲
受
を
し
た
い
と
の

申
し
出
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
業
に

こ
だ
わ
る
社
長
の
方
針
で
、
立
ち
消

え
と
な
り
ま
し
た
。
社
長
の
代
で
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山

積
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
迅
速
な
決
断
が
遅
れ
た
た
め
に

か
じ
取
り
が
難
し
い
会
社
運
営
と
な

っ
て
い
る
事
例
で
し
た
。

エ
リ
ア
Ｃ
Ｏ
の
現
場
か
ら

矢
上
将
大

お
お
い
た
事
業
承
継
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

考
え
さ
せ
ら
れ
る

事
例

移
住
者
フ
ェ
ア
で
紹
介

移住支援制度の説明会⤴と個別相談会⇒の様子



7
月
14
日
に
、
「
登
録
民
間

支
援
機
関
・
マ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
情
報
連
絡
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
第
三
者
承
継

支
援
で
は
、
譲
渡
企
業
の
事
業

評
価
書
（
企
業
の
経
営
内
容
等

が
分
か
る
書
類
）
な
ど
詳
細
な

支
援
計
画
を
作
成
し
て
支
援
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
た
外
部

の
民
間
支
援
機
関
等
が
譲
り
た

い
事
業
者
と
譲
り
受
け
た
い
事

業
者
の
間
に
入
っ
て
支
援
を
行

い
ま
す
。

こ
の
民
間
支
援
機

関
や
マ
ッ
チ
ン
グ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

方
々
が
支
援
す
る
際

に
、
必
要
な
ノ
ウ
ハ

ウ
や
情
報
の
共
有
を

目
的
と
し
た
実
務
研

修
会
が
今
回
の
内
容

で
す
。

研
修
で
は
、
中
小

機
構

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
全
国
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
上
原
久
和
氏
に
よ

る
「
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

事
業
の
現
状
と
セ
ン
タ
ー
の
活

用
に
つ
い
て
」
の
講
演
、
当
セ

ン
タ
ー
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

山
村
統
括
責
任
者
か
ら
説
明
、

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
の
後
半
で
は
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
（
下
の
写
真
）
、

実
際
に
М
＆
Ａ
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
担
当
者
と
し
て
「
当
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
を
図
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
実
施
。

今
後
も
、
構
成
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
っ
て
後
継
者
の
い
な
い
中

小
事
業
者
へ
の
支
援
が
強
化
で

き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

※
登
録
民
間
支
援
機
関
、
マ
ッ
チ
ン

グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
？

М
＆
Ａ
プ
ロ
セ
ス
全
般
の
支
援
の

た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
協
力
機
関
で
、
主
に

金
融
機
関
や
М
＆
Ａ
専
門
会
社
、
あ

る
い
は
税
理
士
法
人
系
の
М
＆
Ａ
会

社
等
、
ま
た
、
地

域
で
活
動
し
て
い

る
弁
護
士
・
公
認

会
計
士
・
税
理
士

等
の
士
業
の
方
々

で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
М

＆
Ａ
を
主
た
る
業

又
は
業
の
一
部
と

し
て
い
ま
す
。

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
の
両
方

か
ら
セ

ン
タ
ー

の
業
務
内
容
を
見
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
ま
し

た
。
本
来
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

プ
ラ
ス
し
て
、
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ペ
ー
ジ
と
し
て
一
覧
で
セ
ン
タ

ー
の
詳
細
が
分
か
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
セ
ン
タ

ー
の
活
用
方
法
を
一
分
間
の
動

画
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
新
た
に

８
月
か
ら
は
大
分
市
役
所
と
別

府
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
示
し
て
、

身
近
な
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

県
内
市
町
村
の
事
業
承
継
担

当
者
を
対
象
に
事
業
承
継
の
研

修
会
を
８
月
23
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
４
年
前
に

第
１
回
を
開
催
し
、
今
回
が
４

回
目
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

市
町
村
独
自
の
取
組
み
で
事
業

承
継
支
援
に
関
す
る
施
策
を
講

じ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
分

市
、
宇
佐
市
、
豊
後
高
田
市
、

由
布
市
等
々
、
多
く
の
市
町
村

で
事
業
承
継
の
際
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
補
助
制
度
を
設

け
て
も
ら
う
な
ど
、
結
果
に
も

結
び
付
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
県
経
営
創
造
・

金
融
課

平
山
課
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
九
州
経

済
産
業
局
今
村
事
業

承
継
引
継
支
援
係
長

か
ら
「
中
小
企
業
の

事
業
承
継
・
引
継
ぎ

に
係
る
主
な
施
策
と

市
町
村
で
の
事
業
承

継
の
取
組
み
の
期

待
」
、
全
国
事
務
局

の
上
原
事
業
引
継
ぎ

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
か
ら
「
全
国
市
町
村
で
の

事
業
承
継
の
取
組
み
事
例
と
市

町
村
の
役
割
」
の
講
義
。
そ
の

あ
と
事
例
発
表
と
し
て
、
ア
ト

ツ
ギ
甲
子
園
優
勝
者
の
株
式
会

社
グ
リ
ー
ン
エ
ル
ム

西
野
友

貴
氏
文
貴
氏
兄
弟
に
よ
る
ア
ト

ツ
ギ
の
取
組
み
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
イ
ン
フ

ラ
存
続
の
事
例
と
し
て
『
杵
築

市
大
田
村
の
地
域
唯
一
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
存
続
の
奮
闘

記
』
と
題
し
て
合
同
会
社
お
お

た
夢
楽
（
む
ら
）
の
吉
廣
代
表

社
員
、
古
庄
業
務
執
行
役
員

（
杵
築
市
役
所
職
員
）
、
杵
築

市
商
工
会
の
平
松
経
営
指
導
員

か
ら
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
多
く
の

課
題
を
克
服
し
な

が
ら
大
田
地
区
唯

一
の
ス
タ
ン
ド
を

承
継
し
た
事
例
の

報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
事
例
発
表
の

後
、
情
報
交
換
会

と
し
て
市
町
村
毎

に
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各

担
当
者
が
市
町
村
の
抱
え
る
課

題
、
施
策
の
発
表
等
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
し
た
市
町
村
担
当
者
そ

れ
ぞ
れ
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を

抱
え
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な

っ
た
と
好
評
で
し
た
。

２
０
２
１
年
か
ら
制
作
を
始

め
た
、
身
近
な
事
業
承
継
事
例

を
紹
介
す
る
「
事
業
承
継
物

語
」
。
今
年
度
も
７
月
か
ら
取

材
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
10
事
業
所
の
事
例
を
紹
介

す
る
予
定
で
す
。
併
せ
て
事
業

承
継
事
例
動
画
の
撮
影
も
開
始

し
て
い
ま
す
。
動
画
に
つ
い
て

は
順
次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
ま
す
。
第
一
弾
と
し
て
、
第

３
回
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
で
大
分

県
か
ら
出
場
し
た
西
野
文
貴
さ

ん
、
應
和
春
香
さ
ん
、
田
島
大

輔
さ
ん
が
登
場
し
ま
す
。
お
楽

し

み

に

。

（
撮
影
風
景
、

下
の
写
真
は
應

和
さ
ん
、

上
の
写
真

は
田
島
さ

ん
）
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質
問

相
続
と
生
前
贈
与
の
ル
ー

ル
が
65
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
る
と

聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

回
答

令
和
６
年
１
月
か
ら
相
続

と
生
前
贈
与
の
ル
ー
ル
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
４
点
。
①
相
続
財
産
に
加
算
す
る
生
前

贈
与
は
相
続
前
３
年
前
か
ら
７
年
前
へ
と

延
長
。
②
相
続
時
精
算
課
税
制
度
に
年
１

１
０
万
円
の
基
礎
控
除
が
新
設
。
③
教
育

資
金
、
結
婚
・
子
育
て
資
金
の
一
括
贈
与

の
特
例
は
延
長
。
特
に
①
の
生
前
贈
与
期

間
（
持
ち
戻
し
）
延
長
に
よ
り
７
年
前
へ

と
延
長
さ
れ
る
こ
と
で
、
毎
年
暦
年
贈
与

さ
れ
て
い
た
方
は
相
続
時
に
思
わ

ぬ
相
続
税
が
発
生
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
亡
く
な
る
７
年
前
か
ら
毎
年

１
１
０
万
円
ず
つ
生
前
贈
与
し
て
い
た
場

合
、
３
年
分
の
３
３
０
万
円
が
相
続
財
産

に
加
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
正

で
段
階
的
に
生
前
贈
与
加
算
期
間
が
長
く

な
り
、
令
和
13
年
以
降
は
、
７
年
分
の
１

１
０
万
円
×
７
年
＝
７
７
０
万
円
か
ら
１

０
０
万
円
（
加
算
さ
れ
な
い
金
額
が
新

設
）
を
差
し
引
い
た
６
７
０
万
円
が
相
続

財
産
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
実
質

相
続
税
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
の
相
続
時
精
算
課
税
（
こ
の
制
度
自

体
は
、
本
紙
８
号
で
解
説
）
の
１
１
０
万

円
の
基
礎
控
除
の
新
設
は
、
こ
の
制
度
の

使
い
勝
手
が
向
上
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
相
続
時
精
算
課
税
は
、
累
計
で
２
５

０
０
万
円
ま
で
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
相
続
発
生
時
に
相
続
税
に
加
算
さ

れ
る
制
度
で
す
。
最
終
的
に
は
相
続
税
の

対
象
と
な
る
た
め
、
全
国
で
贈
与
税
の
申

告
者
約
50
万
人
の
う
ち
１
割
弱
し
か
利
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
複
雑
な
仕
組

み
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
専
門
家
に

相
談
し
て
は
い
か
が
。

事業承継Ｑ＆Ａ

来
年
か
ら
改
正
？

10
月
に
当
セ
ン
タ
ー

に
と
っ
て
今
年
度
最
大

の
行
事
で
あ
る
「
お
お

い
た
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
３

日
間
、
開
催
し
ま
す
。
ア
ト

ツ
ギ
甲
子
園
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス

ト
が
６
名
参
加
、
加
え
て
オ

ー
プ
ン
ネ
ー
ム
で
事
業
を
譲

渡
し
た
熊
本
県
の
山
口
さ
ん

の
講
演
と
い
う
全
国
版
の
研

修
会
と
い
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
豪
華
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え

し
て
の
内
容
で
す
。
会
場
の

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
の
定
員
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
是

非
、
早
め
の
申
込
を
お
願
い

し
ま
す
。

『
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
秀
和
シ
ス
テ
ム
出
版

い
よ
い
よ
10
月
か
ら
始
ま

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
。
事
業

者
が
納
め
る
消
費
税
の
計
算

に
関
す
る
新
し
い
ル
ー
ル
で

す
。
制
度
が
始
ま
る
と
、
消

費
税
の
仕
入
税
額
控
除
を
す

る
に
は
、
原
則
と
し
て
イ
ン

ボ
イ
ス
の
保
存
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
免
税
業
者
の
方
も

イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

め
に
は
事
前
に
登
録
申
請
が

必
要
で
す
。
本
書
は
、
ど
ん

な
制
度
？
か
ら
始
ま
り
、
入

門
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
説

明
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
者
承
継
支
援
の
強
化
研
修

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

新
調

市
町
村
担
当
者
研
修

今
年
も
事
例
集
制
作
中


